
◆ 令和６年度の重点施策 

 

１ 社会資本の適切な維持管理等の推進              

・ 道路や河川、住宅などの個別施設計画に基づき、早期に修繕が必要な橋梁やトンネル等の

老朽化対策の加速化を図り、予防保全型の維持管理への転換を進めるなど、適切な維持管理

を着実に推進します。 

【令和６年度実施内容】 

○ 老朽化対策 

 ・ 主要地方道盛岡横手線 新田町跨線橋等の道路構造物の法定点検を実施 

橋梁点検車による点検 

 
国道106号 簗川大橋（盛岡市） 

 

ドローンを活用した点検 

 
主要地方道 岩泉平井賀普代線 新普代橋（普代村） 

 

 ・ 一般県道東和花巻温泉線 宮野目跨線橋（花巻市）や一般国道283号 仙人トンネル（釜石市）

等の老朽化した道路施設の計画的な修繕を実施 

 
支承 補修前 

 

 
支承 補修後 

一般国道342号 上中田橋（一関市） 
 

 
漏水発生状況 

 

 
導水樋設置後 

一般国道106号 小滝トンネル（宮古市）  

Ⅵ 生活を支える社会資本の維持管理 
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◆ 令和６年度の重点施策 

 

 岩手県が管理する道路橋、約2,800橋は、建設後50年以上経過する橋梁の割合が現在の約４割

から20年後には約８割と大幅に上昇する見込みであり、老朽化対策が深刻な課題となっています。 

 老朽化した橋梁のメンテナンスを適切に行うため、道路法施行規則に基づき、５年に１回の頻度

で橋梁点検（近接目視点検）を行っています。令和元年度からは道路インフラメンテナンスの必要

性や重要性の理解向上と、自らが実施した点検が県民の安全な暮らしを支えるという土木の魅力を

感じてもらい、将来のインフラメンテナンスの担い手の確保・育成を推進するため、岩手県内の土

木系学科の高校生との協働による橋梁点検に取り組んでおり、令和４年度からは県内の土木系学科

を有する全高校（全５校）で橋梁点検を実施しています。 

 高校生との協働による橋梁点検の成果は、岩手県道路橋長寿命化修繕計画や補修設計等の基礎資

料として活用し、県政に反映します。 

 

 
 

 

 また、国土交通省等が社会資本のメンテナンスに係る優れた取組等を表彰する第６回インフラメ

ンテナンス大賞において、本取組が国土交通大臣賞を受賞しました。 

 今後も老朽化が進む道路施設の計画的な修繕等を行うとともに、県民の生活を支える道路インフ

ラの良好な利用環境等を確保するため、県民との協働による維持管理を推進していきます。 

 

高校生との協働による道路インフラメンテナンスの取組 
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◆ 令和６年度の重点施策 

２ 県民との協働による維持管理の推進              

・ 地域の道路や河川等への愛護意識の向上を図りながら、草刈りや清掃などの維持管理を行

う住民団体に対する支援等に取り組み、県民との協働を推進します。 

 

○ 住民との協働による道路の草刈り 

 ・ 地域の実情をよく知る住民団体の皆さまに、地域のニーズに応じた草刈りを実施していただ

いています。単なる道路脇の草刈りといった枠組みを超え、道路に対する美化意識の向上、共

同作業による連帯意識を育み、主体的な地域活動の広がりを期待して実施しています。 

 ・ 令和５年度は、県全体で350団体に県管理道路の草刈りを実施していただきました。 

 

実施状況 

  

 

○ 川や海岸の清掃美化活動 

 ・ いわての「自然豊かな川」や「美しい海岸」を一緒に守るため、県管理の河川・海岸でゴミ

拾いや草刈りなどの清掃美化活動を行ってくださる方を支援しています。 

 ・ 令和５年度は、59団体に草刈り等の清掃美化活動を実施していただきました。 

 

 

 

 
立根川における活動状況（大船渡市） 

 

道路維持に関する住民協働の取組事例 
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◆ 令和６年度の重点施策 

３ 建設業における労働環境の整備、技術力・生産性の向上、経営基盤の強化  

・ 「いわて建設業振興中期プラン2023」に基づき、「担い手の確保・育成」、「働き方改革の

推進」、「生産性の向上」等を推進します。 

・ 社会資本の整備や維持管理、災害時の対応を担う建設業従事者の確保に向け、建設業の魅

力発信や労働環境の改善に向けた意識啓発を推進するとともに、若者や女性等が働きやすい

労働環境の整備を促進します。 

・ ＩＣＴの活用を推進するとともに、建設ＤＸの推進により、生産性の向上に向けた取組を

より一層拡大していきます。 

 

 政府の働き方改革実現会議で策定された働き方改革実行計画においては、適正な工期設定や週休

二日の推進等、長時間労働の是正や休日確保に向け必要な環境整備を進めることとしています。 

 岩手県も建設現場における週休二日の普及促進を図り、県内建設企業が働き方改革を推進できる

環境を整えていきます。 

【令和６年度実施内容】 

・ 第２・第４の一斉土曜閉所、さらに、６つきの４回土曜閉所を目指す週休二日制普及促進キャ

ンペーンの取組の実施 

週休二日工事に関する取組 
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◆ 令和６年度の重点施策 

 

 岩手県内の建設企業においても、技術者・技能労働者の高齢化が進行しており、担い手の育成・

確保に向け若者や女性の入職促進が課題となっています。 

 このため、「いわて女性の活躍促進連絡会議」の５部会の一つとして設置した「けんせつ小町部

会」において、建設業界における女性の活躍支援のための総合的な取組を検討するなど、誰もが働

きやすい職場環境の整備を促進しています。 

 これらの取組により、建設業界全体のイメージアップにつなげるとともに、魅力ある産業として、

若者や女性の入職を促進し、持続可能な「地域の守り手」としての建設業を構築していきます。 

【令和６年度実施内容】 

・ 「けんせつ小町部会」による現場見学会や講習会など、建設業界における若者・女性活躍支援

の取組の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

いわて建設業みらいフォーラム（令和５年11月） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 高校生との意見交換会（令和６年２月） 

 

 

 「ＩＣＴの全面的な活用」等の施策を建設現

場に導入することによって、建設生産システム

全体の生産性向上を図り、魅力ある建設現場を

目指す取組である、「i-Construction（アイ・

コンストラクション）」を進めています。 

 ＩＣＴ活用工事の試行や、建設企業や自治体

を対象としたＩＣＴ講習会・現場見学会を実施

しています。 

【令和６年度実施内容】 

・ ＩＣＴ活用工事を年間15件実施 

・ ＩＣＴ講習会・現場見学会を年間２回実施 

 

 

ＩＣＴ建設機械による施工状況 

 

働きやすい職場環境の整備 

生産性向上を目指すＩＣＴ活用工事 
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◆ 令和６年度の重点施策 

○ 災害対応 

 ・ 地震や大雨等の大規模な自然災害や事故等が発生した際は、岩手県と締結している協定に基

づき、被災情報の収集や応急復旧工事等の業務を実施しています。 

 
平成28年台風第10号（国道455号） 

 
令和元年台風第19号（二級河川大槌川） 

 

○ 鳥インフルエンザ等での防疫作業 

 ・ 高病原性鳥インフルエンザ等の家畜伝染病が発生した際は、岩手県と締結している協定に基

づき、重機・資機材等の調達のあっせんや埋却作業等を実施しています。 

  
埋却作業の状況 

 

○ 冬期の道路管理 

 ・ 積雪寒冷地域が大半を占める本県において、道路除雪は地域の住民生活や経済活動を守る重

要な業務であることから、岩手県と契約した建設企業が24時間体制で対応しています。一方、

除雪オペレーターの高齢化に伴う人手不足など、担い手の育成・確保が課題となっていること

から、県と除雪業務に従事する建設業者が合同で除雪訓練を実施しています。 

 
24時間体制での除雪作業 

 
合同除雪訓練の状況 

 

一般社団法人岩手県建設業協会との関わり 
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